
第62回包装情報ステーション参加申込書

会 場

日 時

参 加 費

公益社団法人日本包装技術協会 会議室 〒104-0045 東京都中央区築地 4-1-1 東劇ビル 10F

平成 30 年 8 月 7 日（火） １5：00～16:30

ＪＰＩ法人･個人会員の方：無料 一般の方：3,240 円

主 催 公益社団法人日本包装技術協会

JAPAN　PACKAGING　INSTITUTE

◆お申込は fax（03－3543-8970)にて先着順とさせて頂きます。

◆当方から参加証の発送はございません。

◆お申込みが定員に達した場合、一社における参加人数に制限を持たせて頂く場合があります。

◆当日は会場に設営されている受付にお越し頂きますようお願い致します。

申 込 要 領

個人情報の取扱いについて
１）個人情報は『公益社団法人日本包装技術協会 包装情報ステーション』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに

当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内等のために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関

係者に限り、配布する場合があります。

2）参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

知らなかったではすまされない
ＥＵにおける一般データ保護規則（ＧＤＰＲ）について

講 演 内 容

神谷法律事務所 弁護士 神谷 宗之介 氏講 師

平成３０年５月２５日ＥＵの「一般データ保護規則（General Data Protection Regulation：GDPR）」の適用が開始されました。

このＧＤＰＲは、ＥＵでの個人データの取り扱いについて定めた規則であり、施行前のＥＵにおいての個人データの保護は「デー

タ保護指令」に基づいて制定された各国のデータ保護法により遵守されてきましたが、本年５月２５日より、欧州経済領域（Ｅ

Ｕ加盟国２８ヶ国、ノルウェー、アイスランド、リヒテンシュタイン）での個人データの保護に関する規制内容は、原則的には統一

されることとなりました。日本企業でも「個人情報保護法」や「プライバシーポリシー」など個人情報を扱う企業やサービスを守

らなければならない規則がありますが、ＧＤＰＲの場合、日本の法律以上に厳しく、適切な対応を取らなければ高額な制裁金

が科せられる恐れがあります。ＧＤＰＲの特徴は①個人の権利が拡充されたこと（個人データの定義が広く、かつ、個人に与え

られる権利が強化されていること）、②域外適用があること（ＥＥＡ域内に拠点がない場合でも適用を受ける）、③違反に対し

重い制裁金が科されること（最高で２０００万円ユーロ）等です。今回のセミナーにおいてはこのＧＤＰＲの基本を学び、重い制

裁金を科されないようにするためのコンプライアンス体制を構築するためのきっかけをつかんでいただくことに主眼を置きます。

参加を希望される場合は、下記申込書にご記入の上、本紙をＦＡＸして下さい（FAX 番号 03-3543-8970）

法人会員 ・ 個人会員 ・ 一 般

〒 ー
ＴＥＬ

ＦＡＸ

①
氏 名 所属役職

＠

②
氏 名 所属役職

＠

お問合せ先：〒104-0045 東京都中央区築地 4－1－1 東劇ビル 10F TEL：03-3543-1189 担当：佐藤

会 社 名

所 在 地

参 加 者

第62回包装情報ステーション


